
1 9 年に完成するに至った。

その後は終戦後の経済混乱のために新総の建設も休止状態で

あったが， 昭和 27 年以後は新級建設再開に伴な って鉄道隆道

の捌さくも挑んに行われている。

2 わが国の長大路道(第 l 表)

3 設計

鉄道線路は1-'-1問地でもある深さまでは， 切I反のプ1が工翌日も安

くできる。その深さの限界は上也氏とか|除雪の多少で決ま るが，

およそ 15 m 程度で ， これより深くなれば路道とした方が切取

に比較して安く ，かつ安全である。

隊道の楓さく中，断層fi?に当って強力な土庄で掘さくに困難

したり ， 多段の湧水による土砂流出などにj!Jï過 して進行が止 っ

たりした例は， た くさんあるので隠道の位置を定めるに当つ て

は，現地の地形地質をよく 判断して， なおまた地質調査を行っ

て ， 決定するものである。

( 1 ) 断而

i滋j首を初めて捌ったころは，各線で適当な大きさのものをつ

くったが，明治 31 年(1898) に初めて国鉄の際準断聞が決まり ，

以後はこれによ ってつくることにな った。また大正の初めまで

は蒸気運転が主であったが，このころから架空線によって運転

される電気巡転も始まり ，その断面も必要となったので， 大正

5 年(1 91 6) に単線隊道の省襟準の甲型(蒸気用) ・乙型(電気用)

ずいどう
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第 l 表わが国の長大鉄道店主道 (32・ 3 末) 第二号型曲線周 第三害型

: l 腿泊名 l 級:l 1丘

駅 1悶

1 消 東上本 越線 土 合~土 t~ 9,702 

2 ff 到l
海道 熱 油u-商 南 7 ,804 
線

3 イ111 111 仙山総 奥新川~而 白山 5,361 

4 大 原 飯田線 水 rï;-大 嵐 5,063 

5 笹 子 中央本線 笹 子~初鹿野 4,656 

6 釈迦 j仕 日回 線 彦 山~大行司 4.378 

7 石 ~t 石北線 上 越~奥白滝 4.329 

8 J'/{; fI. 土讃 線 [li岐財団~坪 尻 3,845 

9 * 飯田線 佐久 間1-相 月 3,619 

10 IJIJ |吋 山陽本線 下 I期 -f'J 司 (下り線)
3,614 

(上 り線)
3,605 

11 冷 筑豊本線 筑前内野一山 宮正 3,286 

12 欽 I!IJ ~寄 岩 f忠線 柱 里}-玖 珂 3.147 

13 物 見 図美総 到i 岐~美作戸I井 3,075 

14 j111 角 小本線 抑 角一宇津野 2,987 

15 自 事11 祐1 山線 渡島吉岡~渡島大沢 2,980 

16 土 �' 釜石線 上有住~陵中大橋 2,975 

17 宇佐 美 伊東線 網 代~字佐 美 2.919 

18 夜 Iif. 予讃本線 伊予平野~千 丈 2,870 

19 礼文筆山 室蘭本線 悦~礼 文 2,726 

20 冠 活 篠ノ井線 冠 着~鈎 姶 2,682 

21 呉 呉 線 安芸肉質~ 呉 2,582 

22 仏 中央本線 浅 )1 1-与 瀬 2,574 

23 供tl)的l品E 本北東陸海本線線道 倶手1)伽羅~安 来 寺 2,459 

24 iÎ{ 越 湯ケ原~熱 海 (下り線)

2り,457 
(上級)
2.457 

目下工事中の 長大腿 道

断面

見複1) 年 月 型式

耳t Hll 6 ・ 9 特乙 殊号 型型型
草正 " 9 ・ 11 使級

単 1/ 12 ・ 5 特殊裂

" 1/ 30 ・ 10 1 号型

"明 36 ・ 2 甲号型

" 1 Hll 30 ・ 9 l 号型

" 1 11百 7 ・ 10 事Ii中指H型

" " 2 ・ 4 中間型 |
" " 30 ・ 8 l 号型 l

" 11 17 ・ 11 特殊裂

" 11 19 ・ 9 " 

" " 4 ・ 12 新中間型

" " 9 ・ 4 1 号裂

" " 7 ・ 7 新中間型

" " 18 ・ 5 1 号型

" " 21 ・ 12 " 

" 1/ 25 ・ 6 特殊型

" " 13 ・ 1 " 
" 11 13 ・ 8 1 号 型

" " 3 ・ 9 中間型

"明 32 ・ 6 甲号型

" 1 Hll 9 ・ 4 新中間型

"明 35 ・ 7 甲号型

" 1 Rll 30 ・ 9 l 号型

"大 13 ・ 12 乙号型

" " 
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図-2. 隠道断面図

技ぬ.~直線用

特殊型

投脅~~曲像相

暗
特殊笠

の 2 極類が規定された(図 ト 2) 。

大豆 11 年には乙型を多少縮少して， 中間裂とな

り ， これがまた大正 14 年には新中間型と変った。

昭和 3 年に至って鉄道省では，これまで使用して

きた英国式のア ート・ ポンドの度量衡の単位をメ

ート ノレ法に よることになったのと ， 簡易線用の隊

道断面も必要となったので，昭和 5 年および 7 年

につき.のように決められ，この君主式は現在なお使

用している。

第 1 号型， 第 2 号型直線用，第 2 号型曲線用の

3 つの探i手控訴商お よび昭和 7 年制定の第 3 号型曲

線用(簡易線の小半径区間用) (図ー1) 。

複線型隠道断面としては大正 6 年に直線用 ・ 1111

線用の 2 つの標準が制定された。

以上の標準は通常の土圧に対して安全に設計 さ

れ， 図 l のよう に馬蹄(ばてし、)型であるが，地形

地質の複雑なわが閣では， 地質と土圧の働く方向

の異なった場合は， 隊道が安全を保つよう ， また




